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　山中馨先生は本年度末をもって退職されます。1994 年に本学経営学部の教授として就任され
て以来、23 年の長きにわたり本学部の発展に貢献してこられました。この間経営学部において、
学生に対しての真摯な指導と、学部運営へのリーダーシップ、堅実な研究・教育業績の蓄積など
多大なご貢献をくださいました。毎日朝 7 時には出勤され、学生のため研究室をオープンにして
いるお姿は、大学構成員全てのよき模範となっております。
　殊に 2001 年から 2006 年まで、経営学部長を務められ、経営学部での教育改革に精力的に貢献
されました。まだまだ私たちと共に新たな学部建設に携わっていただきたいという思いはぬぐえ
ませんが、誠に残念ながら、本学の定年規定により本年度末を以って退任されることになりま
した。ここに、山中先生の本学への多年にわたるご貢献に対して、深い敬意と感謝の念をもって
「山中馨教授退任記念論文集」を刊行する次第です。これは、山中先生のご希望により、本学部
が標榜する人間主義経営についての論考をまとめたものとして、私たち後進への財産として残し
ていただけるものです。
　山中先生は、1978 年名古屋大学より理学博士号を取得された後、名古屋大学プラズマ研究所
の共同研究員として業績を積み重ねられました。同時に、職業訓練大学校電子科講師になられ、
1981 年助教授、1987 年大学院担当、1992 年に教授に就任されました。1993 年には職業訓練大学
校電子工学研究科の学科主任に就任されました。
　創価大学へは、すでに 1987 年より経営学部非常勤講師として勤務されておられましたが、大
学からの求めに応じ 1994 年経営学部教授に就任されました。これは、今までの専門であるプラ
ズマ研究をあきらめることを意味しましたが、創価大学の発展に貢献したいという熱き思いで決
断されたということです。権威あるマグロウヒル社の『物理学大辞典』の日本語版にあたって、
その一部改定において山中先生に白羽の矢があたり「有限要素法」という貴重な項目の執筆を完
成し、1989 年に丸善から出版できたことを以って、自身の専門に区切りをつけ、創価大学への
奉職を決意したということであります。
　赴任翌年より 4 年間にわたり、学部長補佐を務められ、2000 年よりは大学院のご担当、また
創価大学のコンピューターセンター長など要職を務められました。
　そして、2001 年から 2006 年まで経営学部長を務められ、学部の発展に多大な貢献をされまし
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た。学部長時代には、まず経営学部の研究と教育の柱である「人間主義経営」について教員間の
研究会を立ち上げられました。また、ビジネス公開講座を運営され、現在の夏期大学講座でもそ
の時の受講生が長年参加されておられるということです。また、海外研修プログラムであるグ
ローバルプログラムも、山中先生の学部長時代の尽力で実現を致しました。
　2006 年から 2010 年までは、キャリアセンター長として、学生の就職の促進に尽力されました。
　統計学や情報科学の必修科目を担当され、分かりやすく丁寧な教育内容は、多くの学生から高
く評価されています。また、ゼミ等での温かく寄り添いながらの指導は、多くの学生を立ち上が
らせました。
　学術業績では、創価大学に赴任する前までのプラズマ関連の研究の業績も多く、創価大学赴任
後は、教育のための情報科学や統計学の業績を多数発表され、近年は経営学部が標榜する人間主
義経営関係の研究業績を多数発表されておられます。また基礎数学や統計学などの教科書も執筆
され、学生に分かりやすい教材開発にも尽力されました。最近増加する外国人留学生への英語で
の授業提供なども留学生から好評を得ています。
　学部教員にも、アクティブラーニングの積極的展開、入試動向分析、ラーニングアウトカムの
分析、種々の学部ポリシーの策定などに大きな貢献をされました。これらを通じて、統計分析な
どのエビデンスを以って、教育成果を見せてゆくことが今後の大学教育の最重要ポイントである
ことを折に触れ教えてくださいました。
　学外でも、2001 年から 2017 年の長きにわたって私立大学情報教育協会の研究発表会の運営委
員、論文誌の編集委員を務められ、2006 年から 4 年間大学基準協会評価分科会の委員、主査を
務められています。
　山中先生の情熱的で誠実なお人柄にお会いできなくなることは本学部にとって大きな損失であ
ります。誠に残念ですが、定年という避けて通れないひとつの区切りが遂にやってきました。い
ついつまでもご健康でご活躍されることを願ってやみません。ぜひ今後とも引き続き私たち後輩
にもご指導のほど、よろしくお願い申し上げる次第です。
